	9月定例教育委員会会議録

	開催年月日
	平成19年9月27日（木）

	開催時刻
	午後3時00分

	開催場所
	市役所別館　2階会議室

	出席委員
	委　員　長　　森　　　秀　輔　　　 委員長職務代理　　亀　山　亜左子

委　　　　員　　圓　川　雅　典　　　 委　　　　員　　髙　倉　良　子

教　育　長　　合　原　多賀雄

	出席参与
	教育次長　　今　井　健　二　　　 教育総務課長　　多　田　哲　祥

学校教育課長　　小　池　昭太郎       生涯学習課長　　後　藤　公　徳
体育保健課長　　諌　山　孝　司　　　 文化財保護課長　　梶　原　孝　史

人権・同和教育室長　　江　田　隆　生       淡窓図書館長　　春　武　淑　子
博物館長　　中　島　正　利　　　 給食センター所長　　倉　嶋　清　司

	書　　　　記
	教育総務課総務企画係長　　諌　山　清　成

	附議案件
	議案第40号　日田市放課後対策事業運営委員会設置要綱の制定について
議案第41号　日田市放課後子ども教室推進事業実施要綱の制定について
議案第42号　日田市民会館の設置及び管理に関する条例施行規則の廃止につ
いて
議案第43号　日田市教育委員会文書取扱規程の一部改正について
議案第44号　日田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例施行
規則及び日田市教育委員会に対する事務委任規則の一部改正について
協議事項　　 行政視察について

報告事項　　 日田市高校寄宿舎のその後の経過について

報告第9号　 寄附採納報告（平成19年8月期分）
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	　開会の挨拶

　前定例会の会議録について意見を求める。

　（全委員　異議なし）

　署名を求める。

　挨拶
　教育次長の報告　市議会9月定例会は、23人の質問議員中9名の議員から教育委員会関係の一般質問がだされた。詳しくは、市議会答弁集をご覧になっていただきたい。五馬中学校の工事請負議案及び補正予算案についても原案どおり可決された。
　なお、一般質問中の高校寄宿舎の関係については、後ほど報告事項の中で報告をすることにしている。

議案第40号「日田市放課後対策事業運営委員会設置要綱の制定について」及び議案第41号「日田市放課後子ども教室推進事業実施要綱の制定について」
を提案し、提案理由の説明を担当課長に指示する。
議案第40号については、子どもたちの、放課後の安全・安心な居場所づくりを推進することを目的に放課後対策事業の運営方法などを検討し、円滑な事業の推進を図るため、放課後対策事業運営委員会を設置するものである。

　第2条では、運営委員会の業務内容を、また、第3条では、委員は各種団体、組織から選出される12人以内の委員で組織することを規定し、第4条では、委員の任期を2年としているところである。

　次に、議案第41号「日田市放課後子ども教室推進事業実施要綱の制定について」である。本案は、子どもたちが、心豊かで健やかにはぐくまれる環境づくりを推進することを目的とした放課後子ども教室推進事業を実施するための要綱を制定するものである。本事業の実施主体は日田市であるが、事業の一部を各地区の実行委員会に委託し実施するものである。そのほか、放課後子ども教室の運営および活動内容について規定をしているところである。

また、事業実施中の事故、発病に対しては、スポーツ保険に加入し対処するものである。
説明のあった議案第40号「日田市放課後対策事業運営委員会設置要綱の制定について」及び議案第41号「日田市放課後子ども教室推進事業実施要綱の制定について」意見を求める。

日田市放課後対策事業運営委員会設置要綱　第3条第1項第1号の放課後子ども教室代表は、大山町の鎌手小学校と都築小学校の代表になるのか。また、今現在　市内に放課後児童クラブは何箇所あるのか。

それぞれ組織から代表者を選出するということになっているので、鎌手小学校と都築小学校も代表者を選出することになる。放課後児童クラブの個所数については、福祉保健部の所管になるが、現在のクラブ数は、14クラブである。
　人数はどのくらいか。
教育委員会で人数を把握しているのは12クラブで、358人である。残りの2クラブは、教育委員会では人数を確認していない。
日田市放課後子ども教室推進事業実施要綱　第3条第1項第2号に「学ぶ意欲がある子どもたちに対して学習機会を提供するため、必要に応じて、学習アドバイザーを配置する」と規定しているが、現在実施しているところはあるのか。
現在　実施しているところはない。今からの取り組みということになる。この要綱が制定されたら、校長会等に説明しながら出来るところから、実施していきたいと考えている。
この場合の学習アドバイザーには、どういった人が就任するのか。

教職の経験者が適切ではないかと考えている。
日田市放課後子ども教室推進事業実施要綱　第3条第1項第3号に「地域の実情に応じて、小学校施設、公民館等の社会教育施設等、子どもたちが安全・安心して活動できる場所で実施する」と規定しているが、近くに児童館がある場合は、児童館で実施出来るのか。

児童館等を含んだ小学校施設、公民館等の社会教育施設等で実施していきたいと考えている。

現在は、どんな場所で実施しているのか。

放課後児童クラブについては、学校の空き教室、学校の敷地内の施設、農協の空き部屋等で実施している。
これらの事業も安全・安心な学校づくりの一環と思うが、登下校時の安全パトロールとの関係はどうなるのか。
登下校時の安全パトロールについては、見守り活動ということで地域で、ボランティアを募集し、それぞれの学校から20名程度で実施しているものである。保険料だけは、日田市で負担しているが、この事業とは関係ないものである。
管理とか募集は学校でしているのか。また、保険は、誰がどこにかけるのか。

当初は県主体の事業で始まったが、昨年度から、市が事業主体で実施している。学校から推薦名簿の提出を受け、市が委嘱するという形を取っている。保険について、安全パトロール中の事故及び傷害等を補償する保険である。
スクールガード事業と一緒なのか。

一緒である。スクールガードリーダー事業に付随し出きた事業で、スクールガードリーダーについては、現在、県が実施している。

国が提唱している放課後子どもプランとの関係はどうなるのか。
放課後子どもプランは、平成19年度からの事業で、文部科学省の地域子ども教室、厚生労働省の放課後児童クラブ一体化させた事業である。
日田市放課後子ども教室推進事業実施要綱　第4条のコーディネーターには、どのような人を選任するのか。
専門的な知識を有する人ということになると考えるが、安全管理員及び学習アドバイザーの方々と一緒に地域から選出してもらうことになる。
佐藤市長の選挙公約に小学校を中心とした地域コミュニティーを作りたいというのがあったと思うが、その方向にそったものなのか。
そういうことになる。
小学校を中心として幾つもつくられるとのことだが、活動はそれぞれの地域で独自性を持ったものになるのか。

それぞれの地域によって独自性を持ったものになる予定である。

議案第40号「日田市放課後対策事業運営委員会設置要綱の制定について」及び議案第41号「日田市放課後子ども教室推進事業実施要綱の制定について」他に意見がなければ、2議案は原案のとおり決することとする。

　（議案第40号・議案第41号　議決）

議案第42号「日田市民会館の設置及び管理に関する条例施行規則の廃止について」、議案第43号「日田市教育委員会文書取扱規程の一部改正について」及び議案第44号「日田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例施行規則及び日田市教育委員会に対する事務委任規則の一部改正について」を提案し、提案理由の説明を担当課長に指示する。
議案第42号、議案第43及び議案第44号については、いずれも、本年12月末をもって廃止される日田市民会館にかかる部分の規則等を廃止、また、改正をするものである。なお、日田市民会館の設置及び管理に関する条例を廃止する条例については、平成19年1月26日開催の1月期定例教育委員会会議で議決をえているところである。
　議案第42号では、日田市民会館の設置及び管理に関する条例施行規則を廃止し、日田市教育庁組織規則の生涯学習課にかかる分掌事務から市民会館及び付属施設の維持管理に関することを削除するものである。

　議案第43号では、日田市教育委員会文書取り扱い規定の別表の中で、生涯学習課にかかる市民会館工事に関する文書を削除するものである。

議案第44号では、日田市公の施設の指定管理者の指定の手続きに関する条例施行規則の中の、市民会館を削除し、日田市教育委員会に対する事務委任規則の中で、事務委任中、日田市民会館の管理運営に関することを削除するものである。
説明のあった議案第42号「日田市民会館の設置及び管理に関する条例施行規則の廃止について」、議案第43号「日田市教育委員会文書取扱規程の一部改正について」及び議案第44号「日田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例施行規則及び日田市教育委員会に対する事務委任規則の一部改正について」意見を求める。

議案第42号「日田市民会館の設置及び管理に関する条例施行規則の廃止について」、議案第43号「日田市教育委員会文書取扱規程の一部改正について」及び議案第44号「日田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例施行規則及び日田市教育委員会に対する事務委任規則の一部改正について」意見がなければ、本議案は原案のとおり決することとする。

　（議案第42号・議案第43号・議案第44号　議決）

協議事項　行政視察についての説明を担当課長に指示する。

行政視察についてである。視察地については学校すくすくプラン及びスポーツを通じたまちづくり協働事業をテーマとして宮城県多賀城市教育委員会を視察したい。日程は11月27日～28日の2日間で行いたい。

（委員長より11月27日は都合が悪い旨の意見が出される）

行政視察については、下記日程で実施することとする。

視察地　宮城県多賀城市教育委員会

テーマ　学校すくすくプラン及びスポーツを通じたまちづくり協働事業

日　時　平成19年11月28日（水）～29日（木）

報告事項　日田市高校寄宿舎のその後の経過についての報告を指示する。

日田市高校寄宿舎のその後の経過について資料に沿い詳細に説明する。
報告第9号「寄附採納報告（平成19年8月期分）」の報告を指示する。

　
8月期分の寄附採納状況について報告する。

　各課報告を指示する。

　大分県実施基礎・基本の定着状況調査について及び教育を考える週間（秋）について報告する。
　金銀錯嵌珠龍文鉄鏡の常設展示について
　　日　時　　平成19年9月18日から

場　所　　九州国立博物館
　第60回大分県民体育大会の結果について報告する。
　第7回高瀬地区人権フェスティバルについて
日　時　　平成19年10月14日（日）　午前9時30分～午後3時

　　場　所　　高瀬公民館及び周辺広場
　
次回の定例教育委員会会議の日程について

日　時　　平成19年10月26日（金）　午後1時30分～

　　場　所　　市役所別館　2階会議室
　委員会の終了を告げる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員会終了時刻　午後4時35分
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